
栗山町地域公共交通活性化協議会 平成２０年３月６日設置

○地域公共交通の課題
・過疎化、少子高齢化により公共交通の利用者が減少傾向
・町営バス事業の経営の改善
・高齢者等の移動手段の確保

○調査の主な内容
・現状交通実態調査
・利用者ニーズ把握調査（アンケート調査）
・市街地における町営バスの運行効率化の方策の検討
・農村部におけるデマンドバスの導入検討

○策定する地域公共交通総合連携計画の構想（予定）
・市街地における町営バスの運行効率化の検討
・農村部におけるデマンドバスの導入の検討
・農村部におけるバスによる農産物等の輸送の検討

○地域公共交通の現況
・ＪＲ室蘭本線（栗山駅）
・北海道中央バス（株）（近郊３路線）
・夕張鉄道（株）（近郊２路線）
・町営バス（６路線）
・スクールバス（４路線）・保育バス（１路線）

栗山町

栗山町は、過疎化や少子高齢化の進展により公共交通利用者は減少傾向にあり、民間路線バス撤退後に導入した町営バスの
経営も悪化しており、その改善が急務となっている。このため、町民の利便性の向上と町営バス事業の改善を図るため、市街地
における町営バスの運行効率化、農村部における町営バスのデマンド化、バスによる農産物等の輸送等の調査検討を実施する。

国土地理院発行２０万分の１地勢図より
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